
薬師如来のほら貝は厄難諸病を吹き払う

大窪寺 医王山
遍照光院

種田山頭火句碑細川家住宅

本堂の横の阿弥陀堂前に佇
む、漂泊の歌人・種田山頭火の
句碑。当寺で詠まれた「ここが
打留の水があふれてゐる」の
句が刻まれている。山頭火はこ
の他にも長尾近郊で多くの句
を詠んだという。周辺エリアに
は「夜が長い谷の瀬音のとほく
もちかくも」など、多くの句碑が
建てられている。

寶杖堂

結願所となる大窪寺には、88の
霊場を無事に巡り終えたことの
証としてお遍路さんが奉納し
た金剛杖や菅笠が大量に保管
されている。大師堂横には、金
剛杖を納める「寶杖堂」が建立
されており、これら奉納品の
数 は々、毎年春分の日と山の日
に催される柴燈護摩供で、山
伏修験者によって焚き上げら
れる。

18世紀初期の民家の姿を今に
伝える典型的な農家建築。母屋
の柱は栗材をチョウナで削り多
角形に仕上げており、ほかの軸
部は松材。屋根は茅葺きで、下
まで葺き降ろした「ツクダレ葺
き」という形式で造られている。
客の接待、家族の団らん、食事
などに使われた土座は現在の
居間にあたり、囲炉裏を中心に
座をしつらえている。国の重要
文化財指定。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県さぬき市多和額東46
（88番大窪寺から国道377号線経由西に6km）
0879・42・3107
（さぬき市教育委員会生涯学習課）
9:00～16:30
月曜
無料

休
料

第88番 大窪寺
●香川県さぬき市多和兼割96   
☎0879-56-2278 
●宿坊／なし

第1番 霊山寺
●徳島県鳴門市大麻町坂東字塚鼻126
☎088-689-1111
●宿坊／なし

　寺伝によれば養老年間（７１７～７２４）、行
基が草堂を建立したことが始まり。その後に巡
錫中の大師が胎蔵ヶ峰の岩窟で求聞持法を
修して薬師如来を彫り、堂宇を整えたといわれ
る。この時に大師は、唐の恵果阿闍梨から授
かった、三国（インド、唐、日本）伝来の錫杖を
本尊と共に納めた。その後、僧房１００を有し、
早くから女性の入山を許していたこともあって
「女人高野」とも呼ばれ栄えたが、天正の兵火
で焼失。初代高松藩主松平頼重が寺領を寄
進、二代頼常も本堂や仁王門の修復を行い再
興された。しかし、明治時代に火災で堂塔を焼
失。二天門以外の現在の建物は、その後再建さ
れたものだ。

　二天門とも呼ばれる山門を抜けて、石段
を上ると正面に本堂と阿弥陀堂が並び建
つ。本堂は礼堂と中殿、二重多宝塔となって
いる奥殿からなり、本尊の薬師如来と三国
伝来の錫杖は奥殿に祀られている。納経所
は本堂手前左側にあり、地蔵堂がその隣に
建っている。本堂手前を左に折れ、階段を
上って参道を進むと寶杖堂と大師堂とが並
び、仁王門へと続く。
　深山に広がる境内は、春の桜や秋の紅葉
など四季折 の々美しさを見せる。仏の慈悲の
ように降り注ぐ木洩れ日は、結願を迎えた遍
路の心に深く沁み入り、遍路旅の疲れを癒
してくれるだろう。
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四国霊場巡り終着の結願寺

御詠歌／南無薬師諸病なかれと願い
つつ詣れる人は大窪の寺
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まとう
ぎ そわか
宗派／真言宗単立
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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大きな谷間の窪地に堂宇を建てたのが寺名の由来
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